
10
（市制施行 10周年・関連記事４ページ）

住民自治日本一を
めざして

No.1102
１月号

202４年
（令和６年）

令和６年１月１日

　滝沢市

th



「やさしさに包まれた滝沢」を目指して

　　　　　　　　　令和６年　市長年頭のあいさつ

新
年
͋
͚
ま
し
て
͓
め
で
と

͏
͝
͟
い
ま
す
。

市
民
の
օ
༷
に
͓
か
れ
ま
し

て
は
、
ً
か
し
い
新
年
を
͓
ܴ

͑
の
͜
と
と
͓
ܚ
ͼ
ਃ
し
্
͛

ま
す
。

ま
ͨ
、

ࠒ
よ
り
市
政
に
͓

د
ͤ
い
ͨ
ͩ
い
て
͓
り
ま
す
͝

支
援
と
͝
ڠ
ྗ
に
対
し
、
心
か

ら
ײ
ँ
を
ਃ
し
্
͛
ま
す
。

ࡢ
年
を
ৼ
り
ฦ
り
ま
す
と
、

ۓ
ഭ
す
る
ࠃ
ࡍ


と
ͦ
れ
ら

を
എ
ܠ
と
し
ͨ
ԁ
҆
・
物
Ձ
ߴ

は
、
Ҿ
͖
ଓ
͖
օ
༷
の
ੜ
׆
に


Ө
ڹ
を
༩
͑
て
͓
り
ま
す
。

Ұ
ํ
、
新
ܕ
コ
ϩ
ナ

イ
ϧ

ス
ײ
છ

に
ؔ
し
ま
し
て
は
、

๏

্
の
Ґ
ஔ

͚
が
ࡢ
年
５

月
に
ق
અ
ੑ
イ
ン
ϑ
ϧ
Τ
ン
β

と
ಉ
じ「
５
ྨ
」に
Ҡ
行
さ
れ
、

๏

に
基
づ
い
ͨ
֎
ग़
ࣗ
ॗ
の

要


が
な
く
な
り
、

Θ
い


ਓ
の
ྲྀ
ಈ
が
発
現
લ
に

り

つ
つ
͋
り
ま
す
。
現
ࡏ
、
イ
ン

ϑ
ϧ
Τ
ン
β
が
ྲྀ
行
し
て
͓
り

ま
す
が
、
市
民
の
օ
༷
の
໋
と

健
康
を
क
る
͜
と
を
ୈ
Ұ
に
、

ま
ͨ
、
๊
͑
て
͓
ら
れ
る
༷
ʑ

な
ෆ
҆
を
ड
͚
止
め
、
市
民
ੜ

׆
を
支
͑
る
ͨ
め
、
ຊ
年

શ

ྗ
を
ਚ
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
ຊ
市
は
ฏ
成
2�
年
に

市
੍
を
施
行
し
、
ࠓ
年
の
１
月

１

を

っ
て
10
प
年
を
ܴ
͑

ま
し
ͨ
。
༷
ʑ
な
ॾ
課


গ

子
ߴ
ྸ
Խ
、
ਓ
ޱ
ݮ
গ
が
進
Ή

中
に
͋
っ
て

、「
滝
沢
に
ॅ

ん
で
ྑ
か
っ
ͨ
」
と
ࢥ
っ
て
い

ͨ
ͩ
͚
る
ັ
ྗ
͋
る
ま
ͪ
づ
く

り
を
ங
い
て
ま
い
り
ͨ
い
と
ߟ

͑
ま
す
。

現
ࡏ
、
令
和
６
年

か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
「
ୈ
２
࣍
滝
沢
市

૯
߹
ܭ
ը
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
͜
の
ܭ
ը
で
は
、「
Ұ

ํ
త
で
は
な
く
、
͓
ޓ
い
に
ڞ

ײ
し
߹
い
な
が
ら
د、
り
ఴ
い
、

ڞ
に
ੜ
͖
て
Ώ
く
」
͜
と
を
「


さ
し
さ
」
と
し
て
「

さ
し
さ
に

แ
ま
れ
ͨ
滝
沢
」
の
実
現
に
向
͚

ͨ
औ

を
市
民
の
օ
༷
と
行
政
が

Ұ
ମ
と
な
っ
て
ਪ
進
す
る
͜
と
と

し
て
い
ま
す
。

策
定
に

ͨ
っ
て
、
ࡢ
年
は
市

政
࠙
ஊ
会

「
市

と

ͦ
͏
」

を
実
施
し
、
市
民
の
օ
༷
か
ら

༷
ʑ
な
͝
ҙ
ݟ
を
͓

い
い
ͨ
し

ま
し
ͨ
。

い
ͨ
ͩ
い
ͨ
͝
ҙ
ݟ
を
ࢀ
ߟ

に
、
新
し
い
૯
߹
ܭ
ը
で
は
「


さ
し
さ
に
แ
ま
れ
ͨ
滝
沢
」
の
実

現
に
向
͚
て
ॏ
要
と
な
る
、
ਓ
と

ਓ
と
の
か
か
Θ
り
の
機
会
づ
く
り

に
ܨ
͛
る
「
つ
な
が
る
滝
沢
」、

子
育
て
支
援
ମ
੍
の
ॆ
実
に
よ
る

「
͜
ど

ま
ん
な
か
滝
沢
」、
ࣗ


ら
し
く
健

か
に

ら
す
ͨ
め
の

แ
ׅ
త
૬
ஊ
ମ
੍
の
ߏ
ங
に
よ
る

「
い
͖
い
͖
滝
沢
」、
ߴ

ڭ
育
機

ؔ
と
࿈
ܞ
し
ͨ
「
ま
な
Ϳ
滝
沢
」、

ए
い
ੈ

が
׆
༂
で
͖
る
環
境
づ

く
り
に
য
点
を

て
ͨ
「
は
ͨ
ら

く
滝
沢
」
の
５
つ
の
ࢹ
点
に
基
づ

い
て
、
市
民
ओ
ମ
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
Ұ

進
ల
さ
ͤ
る
ͨ
め
、

政
策
ٴ
ͼ
事
業
の
ల
開
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

市
を
औ
り
ר
く
環
境
の
ม
Խ
に

対
Ԡ
し
な
が
ら
、
令
和
６
年

か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
ୈ
２
࣍
滝
沢

市
૯
߹
ܭ
ը
」
に
基
づ
͖
、
市
民

に
Ұ
൪

ۙ
な
基
ૅ
ࣗ
࣏
ମ
と
し

て
市
民
に
د
り
ఴ
い
な
が
ら
「
新

ͨ
な
発

の

ग़
」「

ઓ（
ν
Ỿ

Ϩ
ン
ジ
）」「
ਅ
伨
に
ֶ
ͼ
、
実
ફ

す
る
」
な
ど
の
࢟

の

と
、
ܾ

断
と
実
行
に
よ
る
市
政
を
ਪ
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

͝
ظ

に
͓
Ԡ
͑
で
͖
る
よ
͏

࠷
େ
ݶ
の

ྗ
を
す
る
と
と


に
、
ͦ
の
成
Ռ
を
実
ײ
し
て
い
ͨ

ͩ
͚
る
よ
͏
市
政
に
ᬏ
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ࠓ
ޙ
と

͝
ཧ
ղ
と

͝
ڠ
ྗ
を
ࣀ
り
ま
す
よ
͏
͓
ئ
い

ਃ
し
্
͛
ま
す
。

݁
ͼ
に
、
ຊ
年
が
օ
さ
ん
に
と

り
ま
し
て
、
健

か
で
ر

に
ຬ

ͪ
ͨ
１
年
と
な
り
ま
す
͜
と
を
心

か
ら
͝
ف
೦
ਃ
し
্
͛
、
新
年
の

͝
͋
い
さ
つ
と
さ
ͤ
て
い
ͨ
ͩ
͖

ま
す
。

と
ಉ
じ「
５
ྨ
」に
Ҡ
行
さ
れ
、

๏

に
基
づ
い
ͨ
֎
ग़
ࣗ
ॗ
の

要


が
な
く
な
り
、

Θ
い


ਓ
の
ྲྀ
ಈ
が
発
現
લ
に

り

ま
す
が
、
市
民
の
օ
༷
の
໋
と

健
康
を
क
る
͜
と
を
ୈ
Ұ
に
、

滝沢市長　武
たけだ

田 哲
さとる

ま
す
が
、
市
民
の
օ
༷
の
໋
と

健
康
を
क
る
͜
と
を
ୈ
Ұ
に
、

謹
賀新

年
๏

্
の
Ґ
ஔ

͚
が
ࡢ
年
５

月
に
ق
અ
ੑ
イ
ン
ϑ
ϧ
Τ
ン
β

༷
ʑ
な
͝
ҙ
ݟ
を
͓

い
い
ͨ
し

　
݁
ͼ
に
、
ຊ
年
が
օ
さ
ん
に
と

り
ま
し
て
、
健

か
で
ر

に
ຬ

ײ
し
߹
い
な
が
ら
د、
り
ఴ
い
、

く
り
を
Ұ

進
ల
さ
ͤ
る
ͨ
め
、
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滝
沢
市
中
心
拠
点
商
業
地
区
が
民
間
開
発
事
業
者

に
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
開
発
場
所
（
面
積
）

鵜
飼
先
古
川
と
鵜
飼
向
新
田
地
内
（
約
12
ｈ
ａ
）

●
開
発
事
業
者

ダ
イ
ナ
ス
テ
ー
ジ
㈱
（
☎
６
５
６・０
３
０
０
）

●
商
業
施
設
な
ど

中
心
拠
点
地
域
コ
ン
セ
プ
ト
に
必
要
な
４
つ
の
機

能
（「
飲
食
」「
買
い
物
」「
健
康
促
進
・
医
療
」「
子

育
て
支
援
」）
に
基
づ
く
施
設
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
物
販
店
、
飲
食

店
、
温
浴
施
設
、
保
育
施
設
、
医
療
施
設
な
ど
複
数

の
商
業
施
設
な
ど
が
立
地
す
る
予
定
で
す
（
図
）。

●
施
工
者
／
昭
栄
建
設
㈱

現
場
事
務
所
（
☎
６
８
１・０
５
２
７
）

●
施
工
に
つ
い
て

令
和
５
年
９
月
に
造
成
工
事
に
か
か
る
説
明
会
を

実
施
し
、
10
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
工

事
中
は
環
境
対
策
と
し
て
、
道
路
汚
損
防
止
対
策
、

交
通
事
故
防
止
対
策
、
粉
じ
ん
対
策
、
騒
音
対
策
な

ど
を
実
施
し
施
工
し
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
中
の

オ
ー
プ
ン
を
目
標
に
開
発
事
業
者
に
よ
る
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

開
発
区
域
内
を
南
北
に
縦
断
す
る
市
道
向
新
田
線

（
約
８
０
０
ｍ
）
に
つ
い
て
は
市
が
道
路
事
業
と
し

て
先
行
し
て
拡
幅
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

都
市
政
策
課
（
☎
６
５
６・６
５
４
３
）

図　（仮称）結まち滝沢クロスの土地利用計画案

（
仮
）
結
ま
ち
滝
沢
ク
ロ
ス

　
　
　
～
造
成
工
事
施
工
中
～

造成工事前（令和５年８月撮影） 造成工事状況（令和５年12月撮影）

南側から撮影

緑地 建物

※配置・店舗などは予定であり、変更となる場合があります。
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平
成
22
年
９
月

市
制
準
備
室
を
設
置

「
滝
沢
村
行
政
体
制
調
査
研
究
会
」
設
置
【
写
真
①
】

平
成
23
年
３
月

右
記
研
究
会
の
結
論
を
受
け
、
市
制
移
行

ス
タ
ー
ト
。
準
備
を
始
め
る
旨
を
公
告
。

　
　
　
　
４
月

滝
沢
市
の
誕
生
ま
で
と

10
年
間
の
主
な
で
き
ご
と

住
民
へ
の
情
報
提
供
と
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　
　
　
　
５
月

平
成
24
年
３
月

広
報
た
き
ざ
わ
３
月
号
お
知
ら
せ
版

「
市
制
移
行
を
目
指
し
ま
す
」
発
行
【
②
】

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
開
始

（
新
市
名
称
と
住
所
表
記
に
つ
い
て
）

　
　
　
　
４
月

　
　
　
　
５
月

市
制
施
行
日
を
平
成
26
年
１
月
１
日
に
決
定

　
　
　
　
10
月

新
市
名
称
を「
滝
沢
市
」に
決
定【
③
】

総
務
大
臣
の
同
意
を
得
る

　
　
　
　
６
月

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
２
０
０
日
前
記
念

「
あ
り
が
と
う
滝
沢
村
の
ど
自
慢
大
会
」
開
催
【
⑤
】

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
村
を
市
と
す
る

総
務
省
告
示

　
　
　
　
８
月

　
　
　
　
９
月

人
口
５
万
５
千
人
達
成

　
　
　
　
12
月

27
日

滝
沢
村
役
場
閉
庁
式
【
⑥
】

31
日

滝
沢
市
誕
生
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
【
⑦
】

平
成
25
年
３
月

　
　
　
　
12
月

14
日

滝
沢
市
誕
生
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
実
行
委
員
会
設
立

25
日

滝
沢
村
を
滝
沢
市
と
す
る
申
請
書
類
な
ど
を

　
　
　
岩
手
県
に
提
出
【
④
】

周

滝
沢
村
か
ら

滝沢村から

10
年

①

②

③

④

⑤

⑥⑦

滝 沢 市
市 制 施 行
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27
日

滝
沢
村
役
場
閉
庁
式
【
⑥
】

31
日

滝
沢
市
誕
生
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
【
⑦
】

１
日

市
制
施
行
宣
言
、
市
誕
生
打
ち
上
げ
花
火

６
日

滝
沢
市
役
所
開
庁
式
【
⑧
】

　
　
　
　
２
月

１
日

市
制
施
行
記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

22
日
「
人
口
日
本
一
の
村
」
引
継
ぎ
式

　
　
　
滝
沢
市
↓
沖
縄
県
読よ

み
た
ん
そ
ん

谷
村
へ

　
　
　
　
５
月

１
日
I
P
U
第
２
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
【
⑨
】

18
日

N
H
K
の
ど
自
慢
i
n
滝
沢
市
公
開
放
送
【
⑩
】

平
成
27
年
３
月

ち
ゃ
ぐ
ぽ
ん
誕
生
・
お
披
露
目
式
開
催
【
⑪
】

滝
沢
り
ん
ご
ワ
イ
ン
「
P

ポ

ム

O
M
M
E
」
発
売
【
⑫
】

平
成
28
年
７
月

希
望
郷
い
わ
て
国
体
・
希
望
郷
い
わ
て
大
会
開
催
【
⑬
】

　
　
　
　
10
月

平
成
29
年
４
月

ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
【
⑭
】

　
　
　
　
６
月

日
本
酒
「
鞍
掛
山
」
発
売
【
⑮
】

平
成
30
年
７
月

健
康
づ
く
り
宣
言

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
健
康
づ
く
り
は
幸
せ
づ
く
り
」【
⑯
】

1
日

市
立
滝
沢
中
央
小
学
校
開
校
【
⑰
】

20
日

滝
沢
中
央
ス
マ
ー
ト
I
C
開
通
【
⑱
】

平
成
31
年
４
月

平
成
26
年
１
月

「
滝
沢
市
学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
雇
用
開
始

令
和
２
年
８
月

滝
沢
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
本
部
設
置

令
和
３
年
２
月

令
和
５
年
５
月

市
有
馬
「
滝
姫
」
が
女
の
子
「
鈴す

ず
ね音

」
を
出
産
【
⑲
】

滝
沢
市
へ

滝沢市へ

10
年

⑪⑫

⑩

⑨

⑧⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

滝 沢 市
市 制 施 行

⑰
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たきざわインフォメーション
市政情報やイベントなど生活に役立つ情報をお知らせします

地域の安全の、第一線に

消防団員募集
Fire Brigade

●
消
防
団
と
は

　
消
防
団
は
、
消
防
署
と
同
じ
く
、

法
律
に
基
づ
い
て
市
町
村
に
設
け

ら
れ
て
い
る
消
防
機
関
で
、
火
災

は
も
ち
ろ
ん
、
水
害
な
ど
の
各
種
災

害
へ
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
普
段
は
自
分
の

仕
事
に
就
き
な
が
ら
、
火
災
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
地
震
や
風
水
害
時

に
も
活
動
し
ま
す
。

　

災
害
が
な
い
平
常
時
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に

日
々
訓
練
し
な
が
ら
、
火
災
の
予

防
や
住
民
に
対
す
る
啓
発
な
ど
幅

広
く
活
躍
し
て
お
り
、
地
域
の
消

防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

市
消
防
団
は
、
本
部
、
ラ
ッ

パ
隊
と
11
の
分
団
で
組
織
さ
れ
、

２
９
５
人
（
令
和
5
年
12
月
現
在
）

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

●
消
防
団
員
の
使
命

　

消
防
団
員
と
は
「
自
ら
の
地
域

は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
精
神
に

基
づ
き
、
普
段
は
様
々
な
仕
事
に

就
い
て
い
る
地
域
住
民
が
、
災
害

発
生
時
に
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
と
し
て
災
害
に
対
応
す
る

組
織
で
す
。

▲令和５年秋季火災防御訓練の様子

▲令和５年度市消防演習の様子

問い合わせ　
防災防犯課（☎６５６－６５０７）

　消防団は東日本大震災をはじ
め、昨今の記録的集中豪雨や台
風災害などでも、住民の避難誘
導や救助活動などに献身的に従
事しており、その活動は高く評
価されるとともに、地域の必要
不可欠な存在となっています。
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●
消
防
団
員
の
要
件

①�

市
内
に
在
住
、
勤
務
又
は
通
学

し
て
い
る
こ
と
。

②�

18
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健
や

か
で
あ
る
こ
と
。

　
大
学
生
の
入
団
も
大
歓
迎
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
消
防
団
の
活
動
や
報
酬
に
つ

い
て
な
ど
、
防
災
防
犯
課
（
☎

６
５
６・
６
５
０
７
）
へ
気
軽
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
出
動
報
酬

　
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
た
際

は
、
一
日
当
た
り
３
５
０
０
円
の
出

動
報
酬
が
個
人
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
年
額
報
酬

　

消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
た
報

酬
と
し
て
、年
額
３
６
５
０
０
円（
階

級
／
団
員
）
が
個
人
に
支
払
わ
れ

ま
す
。

●
福
利
厚
生
な
ど

　

消
防
活
動
で
使
用
す
る
被
服
は

市
か
ら
貸
与
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
員
等
福
祉
共
済
、

公
務
災
害
補
償
に
も
加
入
し
て
お

り
、
ケ
ガ
な
ど
の
事
象
に
対
し
て
も

一
定
の
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
消
防
団
の
主
な
活
動

①
火
災
出
動
・
風
水
害
等
災
害
出
動

②
防
火
広
報
活
動

③
消
防
行
事
・
消
防
訓
練
へ
の
参
加

④
地
域
の
防
災
訓
練
指
導

⑤
機
械
器
具
点
検
、
水
利
点
検  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

な
ど

一緒に活動
　　しませんか？

・市消防団では、現在 26名の女性が活躍しています。家庭
の時間も大切に、同じく子育てをしている仲間と和気あい
あい活動しています。意外と楽しいです。消防団をきっかけ
としたつながり、コミュニティの輪も広がることで大切にし
たい仲間・時間が増えました。

・仕事と家庭の他にも自慢できる活動を見つけました。大人
の部活動だと思っています。仕事との両立が難しい時もあり
ますが、周りの仲間にも理解してもらい、出られるときには
全力で取り組んでいます。

・感謝されると嬉しいし、少しでも早く駆けつけて、被害を
最小限に食い止めたいと思っています。涙を流させたくない
し、それができると思っています。

▲市内大学祭での PR 活動の様子

消防団員の声
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たきざわインフォメーション
市政情報やイベントなど生活に役立つ情報をお知らせします

　
首
都
圏
在
住
者
で
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
若
者
と
市
長
を

交
え
た
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
東

京
で
開
催
し
ま
す
。
市
を
離

れ
て
い
て
も
つ
な
が
っ
て
い

た
い
・
情
報
が
ほ
し
い
人
な

ど
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
方
法
や
詳
細

は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

たきざわ×わかもの交流事業 in 東京

▼
日
時
／
２
月
17
日
（
土
）

午
後
３
時
半
～
午
後
5
時
半

▼
場
所
／
T
K
P
上
野
駅
前

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー　

カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
３
A

▼
対
象
／
首
都
圏
在
住
の
市

出
身
者
や
市
内
の
高
校
・
大

学
の
卒
業
生
、
市
関
連
企
業

の
社
員
な
ど
の
若
者
世
代

▼
定
員
／
50
人
（
先
着
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
若
者
活
躍
推
進
室

　
（
☎
６
５
６・６
５
３
６
）

特産品が当たる
SNSキャンペーン

市制 10 周年記念オリジナル婚姻届を作成中

　
現
在
、
市
制
施
行
10
周
年

を
記
念
し
て
、
M
C
L
盛
岡

外
語
観
光
＆
ブ
ラ
イ
ダ
ル
専

門
学
校
の
皆
さ
ん
が
、
市
の

協
力
の
も
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚

姻
届
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
市
の

シ
ン
ボ
ル
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
た
り
、
婚

姻
届
を
飾
る
こ
と
が
で
き
る

ア
ル
バ
ム
を
考
案
す
る
な
ど
、

結
婚
す
る
皆
さ
ん
を
祝
福
す

る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　
完
成
し
た
婚
姻
届
は
市
に

贈
呈
さ
れ
、
市
制
施
行
10
周

年
を
記
念
し
て
、
市
公
認
と

し
て
市
役
所
窓
口
で
配
布
す

る
予
定
で
す
。

●�

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
け
完

成
イ
ベ
ン
ト
（
予
定
）

▼
日
時
／
２
月
14
日
（
水
）

時
間
未
定

▼
場
所
／
ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝

沢
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
内
容
／
婚
姻
届
配
布
開
始

に
伴
う
セ
レ
モ
ニ
ー
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
先
着
10
組
に

は
婚
姻
届
に
加
え
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ル
バ
ム
も

プ
レ
ゼ
ン
ト
予
定
で
す
。
イ

ベ
ン
ト
の
詳
細
な
ど
は
、
決

定
次
第
S
N
S
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
た
き
ざ
わ
魅
力
発
信
推
進
室

（
☎
６
５
６・６
５
６
２
）

▲デザインのイメージ（12月時点）
※変更となる場合があります。

▲ミーティングの様子
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●問い合わせ　農業委員会事務局（☎ 656－ 6595）

農業委員会便り
　

令
和
５
年
４
月
か
ら
農
業

に
関
す
る
新
た
な
法
律
が
施
行

さ
れ
、
各
地
域
に
お
い
て
話
し

合
い
な
ど
に
よ
り
、
将
来
の
地

域
農
業
を
見
え
る
化
し
た
「
地

域
計
画
」
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
農
業
委
員
会
で
は
農

林
課
と
共
に
計
画
策
定
に
向

け
て
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

を
活
用
し
た
農
地
の
集
積
・

集
約
化
な
ど
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、

農
地
を
貸
し
た
い
人
が
農
地

中
間
管
理
機
構
（
県
農
業
公

社
）
に
農
地
を
貸
し
付
け
、
農

業
公
社
が
規
模
拡
大
や
集
約

化
を
図
る
担
い
手
に
貸
し
付

け
る
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
は

自
作
す
る
場
合
も
参
加
で
き
、

将
来
、
自
分
で
耕
作
が
で
き
な

く
な
っ
た
際
に
は
、
円
滑
に
新

た
な
耕
作
者
を
探
し
、
農
地
を

荒
ら
す
こ
と
な
く
適
切
な
管
理

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
は
篠
木
地
区
、

令
和
４
年
度
は
大
沢
地
区
、

下
鵜
飼
地
区
、
本
年
度
は
姥

地
域
計
画
策
定
に
向
け
て

　
～
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用

屋
敷・花
平
地
区
、
柳
沢
地
区
、

一
本
木
・
加
賀
内
地
区
の
３

地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

中
心
と
な
る
担
い
手
の
皆
さ
ん

な
ど
で
話
し
合
い
、
地
域
全
体

で
の
参
加
を
促
す
よ
う
取
り
組

ん
だ
こ
と
で
、
目
標
と
な
る
８

割
以
上
の
機
構
活
用
率
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
全
体
で
事
業
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
も
見

据
え
た
農
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

事
業
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

気
軽
に
農
林
課
か
農
業
委
員
会

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
相
続
登
記
は

　
農
業
委
員
会
に
届
け
出
を

　

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。
相
続
に
よ
っ
て
不

動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
は
、

所
有
権
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
相
続
登
記
の
申
請
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

相
続
登
記
の
申
請
と
あ
わ

せ
て
、
田
、
畑
や
樹
園
地
と

い
っ
た
農
地
を
相
続
し
た
人
は

農
業
委
員
会
に
相
続
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
様
式
は
市

H
P
で
確
認
で
き
る
他
、
窓
口

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
提
出
が
必
要
な
書
類

・
農
地
法
第
３
条
の
３
の
規
定

　
に
よ
る
届
出
書

・
登
記
完
了
証
の
写
し

※�

代
理
の
人
が
受
理
通
知
書

を
受
け
取
る
場
合
は
委
任

状
が
必
要

●
農
地
の
管
理
が
難
し
い
場
合

　
相
続
を
し
た
が
耕
作
や
管
理

が
難
し
い
場
合
は
、
農
業
委

員
会
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
、
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
耕
作
、
管

理
を
し
て
く
れ
る
人
を
探
す
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　自然災害や価格低下だけでなく農業
者の経営努力では避けられない収入減
少が補償の対象です。
　コロナ禍の収入減少も補償対象です。
※�加入するには条件があります。
●問い合わせ
NOSAI 岩手盛岡地域センター
（☎ 659 － 3905）

収入保険
加入の勧め　農業者年金は iDeCo と同様の確定

拠出型年金で、少子高齢時代でも非常
に安定的な積み立て方式の年金です。
　若いうちからの加入はもちろんのこ
と、65 歳まで加入ができ、将来の備
えを確保することができます。
　若い世代には国庫補助もあります。
●問い合わせ　
農業委員会事務局（☎ 656 － 6595）

農業者年金
加入の勧め

◆発行日：毎週金曜日　
◆発行元：全国農業会議所
◆購読料：月額700円（送料込み）
◆申し込み：農業委員会事務局
　　　　　　（☎ 656－ 6595）

☑暮らしと経営に役立つ農業
情報満載。
☑経営のパートナーとして活
躍する農業女性や若い青年農業
者の活躍なども届けます。

▲話し合いの様子
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だより

は
た
ち
の
献
血

　
あ
な
た
の
献
血
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

　
～
差
し
出
す
の
は
腕
じ
ゃ
な
い
、
心
な
ん
だ
～

●
あ
な
た
の
献
血
が
誰
か
の
命
を
つ

　
な
ぐ

　
近
年
、
県
内
の
医
療
機
関
で
も
、

一
度
に
大
量
の
血
液
を
必
要
と
す
る

生
体
肝
移
植
な
ど
の
大
手
術
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
県
内
で
の
血
液
の

需
要
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
冬
期
は
夏
期
に
比
べ
献
血

者
が
減
少
す
る
た
め
、
輸
血
用
血
液

の
確
保
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
若
い
世
代

の
献
血
へ
の
期
待
が
非
常
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
温
か
い
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の
献
血
が
、

誰
か
の
尊
い
命
を
救
う
一
助
と
な
り

ま
す
。

●
血
液
の
用
途

　
輸
血
用
血
液
製
剤
の
多
く
は
、
不

慮
の
事
故
な
ど
に
伴
う
も
の
で
は
な

く
、
が
ん
（
悪
性
新
生
物
）
の
患
者

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
使

用
す
る
人
の
約
87
％
は
50
歳
以
上
で

す
。
今
後
、
高
齢
社
会
が
進
む
に
つ

れ
て
、
血
液
の
需
要
が
さ
ら
に
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

●
献
血
は
全
血
献
血
と
成
分
献
血
の

　
２
種
類

　
全
血
献
血
は
、
血
液
中
の
全
て
の

成
分
を
献
血
す
る
方
法
で
、
4
０
０

ml
献
血
と
２
０
０
ml
献
血
が
あ
り
ま

す
。
４
０
０
ml
献
血
は
、
男
性
は
17

歳
、
女
性
は
18
歳
か
ら
、
２
０
０
ml

献
血
は
男
女
と
も
16
歳
か
ら
協
力
で

き
ま
す
。
現
在
、
献
血
バ
ス
で
は
基

本
的
に
４
０
０
ml
献
血
の
み
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
29
歳
以
下

の
人
に
限
り
、
２
０
０
ml
献
血
も
で

き
ま
す
。

　
成
分
献
血
は
、
血
小
板
や
血
し
ょ

う
と
い
っ
た
特
定
の
成
分
だ
け
を
採

血
し
、
体
内
で
の
回
復
に
時
間
が
か

か
る
赤
血
球
は
、
体
内
に
戻
す
献
血

方
法
で
す
。
一
度
に
多
く
の
血
し
ょ

う
や
血
小
板
を
献
血
で
き
て
、
体
へ

の
負
担
も
軽
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

18
歳
か
ら
協
力
で
き
、
も
り
お
か
献

血
ル
ー
ム
メ
ル
シ
ー
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
献
血
の
行
方
【
図
１
】

　
献
血
さ
れ
た
血
液
は
、
献
血
会
場

か
ら
各
地
の
ブ
ロ
ッ
ク
血
液
セ
ン

タ
ー
に
運
搬
さ
れ
、
精
密
な
検
査
を

経
て
血
液
成
分
ご
と
に
分
離
さ
れ
て

血
液
製
剤
と
な
り
、
適
切
な
温
度
下

で
保
管
さ
れ
ま
す
。
医
療
機
関
か
ら

の
要
請
に
24
時
間
３
６
５
日
対
応
で

き
る
体
制
で
、
患
者
が
必
要
な
と
き

に
血
液
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

●
１
日
当
た
り
約
3
千
人
が
輸
血

　
血
液
は
、
病
気
や
け
が
で
輸
血
を

必
要
と
し
て
い
る
人
の
尊
い
命
を
救

う
た
め
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、

現
在
の
医
学
で
も
ま
だ
人
工
的
に
作

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
献
血
さ
れ

た
血
液
で
作
ら
れ
る
輸
血
用
の
血
液

製
剤
に
は
有
効
期
間
が
あ
り
、
赤
血

球
は
21
日
間
、血
し
ょ
う
は
１
年
間
、

血
小
板
は
た
っ
た
４
日
間
し
か
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
、
全
国
的
に
若
者
の
献
血
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
輸
血

用
血
液
を
多
く
使
用
す
る
高
齢
世
代
が
増
え
、
血
液
の
需
要
は
ま
す
ま
す

高
ま
る
ば
か
り
で
す
。

　
こ
の
機
会
に「
身
体
ひ
と
つ
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・献
血
」に
、チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

最新情報は
X
エックス

（旧 Twitter）で！
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献血バス
市内の事業所などで実施。

　【１月実施予定】
１月 21 日（日）
いわて生協ベルフ牧野林
午前 10 時～正午
午後１時半～午後４時半

献血できる場所

もりおか献血ルーム メルシー
盛岡市大通２丁目３－７ ＣＴ 33 ビル４階
☎ 653 － 6511

【受付時間】
午前 10 時～午後０時 45 分 ※成分献血は正午まで
午後２時～午後５時 45 分 ※成分献血は午後５時まで
※ 土、日、祝日は、昼時間
も中断せず献血を実施。

【定休日】
 12 月 31 日と１月１日

● 問い合わせ
　市献血推進協議会事務局（健康推進課内）☎ 656－ 6526
　県赤十字血液センター献血推進課　☎ 637－ 7201

●参考
　日本赤十字社岩手県赤十字血液センター「献血のゆくえ」

【図１】血液の行方
▲

●
市
の
が
ん
検
診
は

　
　
　
　
　
受
け
ま
し
た
か

　
本
年
度
、
市
の
胃
が
ん・大
腸
が
ん・

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

を
受
け
な
い
人
で
職
場
や
病
院
な
ど
で

受
診
し
た
人
は
市
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
市
で
は
、
が
ん
検
診
の
未
受
診
の
理

由
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

　
１
件
で
も
未
受
診
の
理
由
を
報
告
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
が
ん
検
診
の
受

診
状
況
を
正
確
に
把
握
で
き
ま
す
。

　

図
の
「
市
に
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
」
に
該
当
す
る
人
の
う
ち
、
連
絡

が
ま
だ
の
人
は
、
健
康
推
進
課
（
☎

６
５
６・
６
５
２
７
）
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

報告不要市に報告をお願いします

▲

▲

▲

市で受診した

▲

職場・病院で受診した

市の問診票は届いていますか？

「職場・病院で受診した」
or

「市で受診した」

はい

いいえはい

定期的に病院で受け
ているから、来年から
は市の検診の通知は

いらない…

毎年がん検診の
通知が来ているけど、

職場で受けるので
いらない…

▲

いいえ

がん検診を受診した
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　「アスリートが教える遊び感覚トレーニング」が
10月 30日、一本木地区コミュニティセンターで
開催されました。これは、パーソナルジム f

ファ ブ

ab代表
で元プロサッカー選手の山

やまもと

本英
ひでかず

和さんらを講師に、
楽しみながら運動能力を向上できるよう実施された
もの。参加した学童保育施設ひだまりキッズクラブ
一本木の通所児童11人は、応援し合いながら、ダ
ンスや鬼ごっこなどのトレーニングに励みました。

小岩井自治会に感謝状
日頃の見守り活動認められ

遊びで運動能力向上
児童向けに特別プログラム

　東日本旅客鉄道㈱による小岩井自治会への感謝状
贈呈式が11月９日、小岩井駅で開催されました。
これは、同自治会が実施してきた駅での子どもたち
の見守り活動など、長年にわたる駅利用者のマナー
向上などに資する活動が認められたもので、東日本
旅客鉄道㈱社長から贈られた大変名誉なものです。
当日は庄

しょうじ

司裕
ゆ う じ

二盛岡駅長から、柴
し ば た

田正
まさゆき

幸小岩井自治
会長らへ感謝状と記念品が贈呈されました。

　2023年度ジュニアユース（Ｕ－15）ホッケーチー
ムの日本代表に選出された、滝沢南中学校３年生の
下
し も だ

田侑
ゆ う き

樹さんが11月７日、武田市長へ表敬訪問し
ました。下田さんは「2028年ロサンゼルスオリン
ピック日本代表になり、故郷滝沢市を全国そして世
界に向けてＰＲしたいです」と挨拶。武田市長は「市
で生まれ育った下田さんが世界を舞台に活躍する姿
は私たちの希望です」と激励しました。

日本代表選手に選出
下田侑樹さんが表敬訪問

　滝沢市クアオルト健康ウオーキングに関する「ク
アの道®」認定式典が11月18日（土）ビッグルー
フ滝沢で行われ、その後、体験会が滝沢総合公園で
行われました。市では専門コース「クアの道」を整
備し、県内で初めて自治体主導でクアの道の認定を
受けました。当日は、クアオルト健康ウオーキング
ガイドの最上位資格を有する藤

ふじもと

本麗
れ い か

華さんをゲスト
に招き、55人の市民が参加しました。

クアオルト健康ウオーキング®
認定式典と体験会を開催

I

X

I

X

X

I
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アイコンがある記事は、対応するSNSで
追加の画像や動画を楽しむことができます♪

♯たきざわ
日和

　

　ブドウの木の越冬のため、約1,800本ある木１
本ずつにわらを巻く作業を秋の終わりの時期に行
いました。11月 12日には市民の方々にも手伝っ
ていただき、現在は暖かな姿でブドウの木も眠っ
ていることと思います。手伝っていただいた方々
に心より感謝申し上げます。
　雪が溶ければブドウの木も３年目。必要な量の
実をぼちぼちつけてくる頃かと思いますが、もう
３年目かと少し焦りも感じる今日この頃です。
　しっかり収穫できるように頑張ります。本年も
どうぞよろしくお願い致します。

氏　名：山
やまだ
田　直

なおき
輝

出身地：盛岡市
経　歴：滋賀県のワイナリー
で８年ほどワイン醸造に従
事した後、東京都に拠点を
移し、山梨県などでブドウ
栽培やワイン製造の知識を
深める。

地域おこし協力隊通信Vol.25

ムラサキの里目指し
姥屋敷小児童らが採種

　姥屋敷小学校の２～４年生６人による絶滅危惧植
物「ムラサキ」の採種活動が、11月 24日、同校
体育館で実施されました。当日は、小

お や ま

山尚
ひさもと

元さんと
主
しゅはま

濱惠
けいえつ

悦さんらの指導の下、校門脇の花壇から刈り
取り、乾燥させていたムラサキの種を丁寧に採種。
はじめは慣れない手つきで種を１粒ずつ取っていた
児童らも、慣れてくると茎をなぞるように一度にた
くさんの種を取れるようになりました。

▲わら巻きの仕方を説明する
様子（11月12日）

　全国高校駅伝大会に初出場する盛岡大学附属高校
陸上部の佐

さ と う

藤誠
せ い ご

悟主将と滝沢中学校卒業生の岩
いわさき

崎
晟
て る と

斗部長らが11月 24日、市長に今後の抱負を伝
えました。佐藤主将は「10月の県予選で初優勝に
輝くことができました。全国では８位入賞を目指し
て仲間と力を合わせて頑張りたいです」と挨拶。市
長は「市民や県民に元気を与えられるようなレース
となることを期待しています」と激励しました。

全国駅伝大会に初出場
盛大附属高陸上部が訪問

スマホで手取り足取り
大学生とSNS使い方教室
　SNS使い方教室が11月26日、葉の木沢山活動
センターで開催されました。これは、情報格差の解
消や魅力・情報発信の裾野を広げることを目的に、
市と県立大学のまちづくりサークル「えんぶらり。」
が共催。市民など19人が、SNS「I

イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram」の
使い方を学びました。当日は「えんぶらり。」の学
生11人が講師となり、参加者に寄り添いながらス
マートフォンの操作を支援しました。

I
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まなびの杜

54

た

き

ざ

わ

ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド

学校教育

74

７月に種をまき、９月に刈り取り、10月
に脱穀したそばの実は7.5㎏の収穫でした。
そして11月に５・６年生が半日がかりでそ
ば粉を「そば」に作りあげました。地域の
人の援助・指導に感謝です。みんなでおい
しくいただきました。

「
上
手
に
で
き
た
そ
ば
作
り
」

滝
沢
魅
力
学

小学５年生～中学３年生が取り組みまし
た。補助資料にパワーポイントや手製のイ
ラストを用いるなど工夫した発表が続き、
興味深そうに聞き合っていました。特に小
学生は中学生のスピーチに感心しきり。小
中併設の特色が生かされた会でした。

柳
沢
小
中
学
校

学
校
行
事

「
英
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
」

県 中 学 校 新 人 大 会  団 体 ５ 種 目 で 優 勝

県中学校新人大会で活躍した中学生が11月30
日、市長へ表敬訪問しました。
滝沢第二中学校柔道部の鴫

しぎはらしょう

原翔さんは「来年行
われる県中総体・東北大会で優勝、全国大会に出
場し、今年度を超える結果を残せるよう、これか
ら冬場のトレーニングを頑張りたい」と、今後の
決意を述べました。武田市長は「来年夏の中総体
で活躍し、再び報告してくれることを楽しみにし
ている」とこれからの活躍を激励しました。

【団　　体】
学校名 競　技 種　目 順　位

滝沢南中

新体操 男子団体 第１位
体　操 女子団体 第１位

ハンドボール 男　　子 第３位
女　　子 第３位

相　撲 団　　体 第３位

剣　道 男子団体 第３位
女子団体 第３位

滝沢二中 柔　道 男子団体 第１位

滝 沢 中 陸　上 男子総合 第１位
女子総合 第１位

【個　　人】
学校名 競　技 氏　名 種　目 順　位

滝沢南中

新体操
滝村　龍一 男子個人総合 第１位
齊藤　黎真 男子個人総合 第２位
沢田　莉彩 女子個人総合 第２位

体　操 小堀　謙人 男子個人総合 第２位
田子由璃菜 女子個人総合 第１位

剣　道 藤原　晃成 男子個人 第１位
バドミントン 齊藤　遙斗 男子シングルス 第２位

陸上競技 山本　哲平 １年男子 1500m 第２位
吉川　純怜 共通女子 800m 第２位

滝沢二中

柔　道 千葉光太郎 男子個人 第１位
菅原　澄空 男子個人 第２位

バドミントン 山﨑　強生 男子シングルス 第１位

陸上競技

神谷　蕗亜 2年男子 1500m 第１位
五十嵐陽希 共通男子 3000m 第１位
浦崎　匠汰 共通男子走高跳 第１位
佐々木悠磨 共通男子走幅跳 第２位

姥屋敷中 卓　球 庄司野乃佳 女子個人 第１位

滝 沢 中 陸上競技

船越　　翼 共通男子 110mH 第１位
松坂　育飛 共通男子 800m 第２位
髙橋　　諒 ２年男子 100m 第２位
藤澤　にこ 共通女子走高跳 第１位
小川　明鈴 １年女子 1500m 第１位
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生涯学習

スポーツ

「令和５年度たきざわ学びフェスタ」が11月25
日、ビッグルーフ滝沢で開催され、約200人が集
いました。
同フェスタでは、児童・生徒（読書感想文、英
語暗唱、わたしの主張）や学校教育振興協議会（篠

木小学校、滝沢中学校）、高校生（盛岡農業高等
学校人間科学科福祉班）、大学生（盛岡大学栄養
科学科氏家ゼミ）が今年の活動成果や地域におけ
る教育課題の解決を目指した活動内容を発表し、
来場者から大きな拍手が送られました。

令和６年度 市立小中学校施設開放利用団体の登録について

■学校施設開放について
　市民の生涯学習推進や子どもたちの安全な
活動場所を確保するため、学校教育に支障の
ない範囲で学校施設を開放しています。事業
を円滑に進めるため利用団体と学校で運営委
員会を組織し日程を調整しています。

■対象団体
・ スポーツ・レクリエーション活動や文化・
学習活動などを実施する団体
・ 市内居住者や在勤、在学者を構成員とする
団体
・ 構成員が５人以上で、１回の活動につき５
人以上が利用する団体

■利用を許可できない場合
・営利目的の利用のとき
・施設・設備などに損傷などの恐れがあるとき
・公序良俗に反する恐れがあるとき
・その他教育委員会が不適当と判断するとき

■開放施設
・市内小中学校の体育館や屋外運動場
・武道場（滝沢中、滝沢第二中、滝沢南中）

■問い合わせ
　新規登録を希望する団体は、１月22日（月）
までに生涯学習スポーツ課（☎656-6588）
へ連絡してください。

市立小中学校施設開放を令和６年度も引き続き実施します。
新規に定期的な利用を希望する団体について登録します。

学びフェスタに約200人集う
～地域における教育課題の解決を目指して
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文化芸術

図書館

今回のまつりのテーマは、駒踊りにスポットを当てた「鈴と
笛の音色に駒が舞う」です。
地域の伝統をつなごうと日頃から練習を重ねている団体が
その成果を披露します。ゲストには、軽米町の「南部駒踊り」、
市出身の民謡歌手「藤

ふじおか

岡祐
ゆ い

衣」さんをお迎えします。
■日　時　１月28日（日）　午前10時～午後３時
■場　所　ビッグルーフ滝沢　大ホール
■市内の出演芸能
　 篠木神楽、川前神楽、滝沢駒踊り、大沢田植踊り、滝沢市
さんさ踊り、蒼前太鼓、大沢さんさ踊り、元村こどもさんさ

■入場料　無料（全席自由）
■問い合わせ　文化振興課（☎656－6586）

【ゲスト】南部駒踊り保存会（軽米町）

第17回市郷土芸能まつりを開催します

埋蔵文化財講座
「平泉と北方世界 －辺境の12世紀－」

「奥州藤原氏と蝦夷が島」
八
や え が し

重樫忠
た だ お

郎 氏（平泉世界遺産ガイダンスセンター所長）
「北奥における奥六郡・平泉文化の流入過程」
羽
は し ば

柴直
な お と

人 氏（平泉世界遺産ガイダンスセンター上席専門学芸員）
「岩手県北方交流前史 －４世紀～12世紀－」
井
いのうえ

上雅
まさたか

孝（滝沢市埋蔵文化財センター）
●場　　所　滝沢ふるさと交流館ホール
●日　　時　２月11日（日）　午後１時～午後４時
●定　　員　100名（要申込）※応募多数の場合は抽選
●参 加 料　無料
●申し込み　 ２月４日（日）までに、①住所②氏名③電

話番号を、電話・FAX・メール・窓口の
いずれかの方法で、連絡してください。

滝沢市埋蔵文化財センター
〒020－0617　滝沢市湯舟沢327－13　☎694－9001　FAX694－9007
Email  maibun@city.takizawa.iwate.jp

問い合わせ・
申し込み

埋蔵文化財センター イベント案内
【企画展・講座】

令和５年度企画展
「安倍・藤原時代の滝沢市」

　市指定有形文化財「大釡館遺跡７号溝跡出土土器」
ほか、市内の遺跡から出土した安倍・藤原時代（11・
12世紀）の遺物を展示します。
●期　　日　１月10日（水）～３月31日（日）
●開館時間　午前９時～午後４時30分
　　　　　　（最終入館 午後４時まで）
●休 館 日　月曜日、年末・年始
　　　　　　※月曜日が祝祭日の場合はその翌日
●入 館 料　個人 200円（一般・大学生を含む）
　　　　　　幼児～高校生 無料

■問い合わせ
湖
こ
山
ざん
図書館（☎687-2222）

幼児や小学生向けの16ミリ
フィルムアニメ作品を上映し
ます。入場無料ですので、気
軽に来場してください。

１月１日（月）～３日（水）、９日（火）、23日（火）図書館休館日

ミニシアター ●日　　時　１月20日（土）午後２時～午後３時半
●場　　所　滝沢ふるさと交流館
●定　　員　30人（申し込み不要）
●上映作品　・ポゥさんの雪だるま（８分）
　　　　　　・いじわる狐ランボーのなみだ（15分）
　　　　　　・美女と野獣（24分）
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おいしいレシピ

【材料（４人分）】
　豚もも肉（細切れ） 40 ｇ、厚揚げ 60 ｇ、ニ
ンジン 30 ｇ、玉ネギ 60 ｇ、つきこんにゃく 
60 ｇ、乾燥芽ひじき ４ｇ、冷凍カットいんげ
ん 20 ｇ、サラダ油 小さじ１弱、酒 小さじ１弱、
みりん 小さじ１弱、砂糖 小さじ１強、しょうゆ 
小さじ２

【作り方】
①豚もも肉は一口大にカット。ニンジン、玉ネギは
１cm 角切り。厚揚げは 1.5 ～２cm 角にカットし、
油抜き。つきこんにゃく、冷凍カットいんげんは洗っ
ておく。芽ひじきは水で戻して洗っておく。
②鍋にサラダ油を熱し、❶の豚もも肉、ニンジン、
玉ネギを炒める。材料に火が通ったら❶の厚揚げ、
つきこんにゃく、芽ひじきを加え、さらに炒める。
③❷がかぶるくらいの水を加えて煮る。煮えたら、
酒、みりん、砂糖、しょうゆを加えて味を調える。
④最後に❶のいんげんを加えて、火が通ったら完成。
※調味料は、好みにより調整してください。

【厚揚げの磯煮】

　初夏の風物詩チャグチャグ馬コの継承などを目
的に、令和５年９月８日から 12 月７日までふる
さと納税制度を活用したクラウドファンディング
を実施していました。その結果、目標金額 300
万円に対して、347 万円の寄付が集まりました。
寄付をお寄せいただいた皆さん、そしてチャグ
チャグ馬コを応援してくださっている皆さんに心
から感謝申し上げます。
●問い合わせ　観光物産課（☎ 656 － 6534）

　「武田市長が " 今 " 伝えたい市政のこと」を、
隔月で掲載するコーナー。これは、読者の皆さん
から「市の今後の取り組みについて知りたい」と
いう声を受け、コーナー化が実現したものです。

　市所有馬の「滝姫」が令和５年５月 22 日に出
産した第７子「鈴音（すずね）」。この名前の５人
の考案者を招待し、11 月３日に馬っこパーク・
いわてで命名式を開催しました。チャグチャグ馬
コで元気に歩く姿が楽しみです。
●問い合わせ　観光物産課（☎ 656 － 6534）

　前回このコーナーでお知らせした BS よしもと
の「市町村長うた自慢まち自慢」。職員の皆さん
による応援隊に支えられ「わたし祈ってます（敏
いとうとハッピー＆ブルー）」をなんとか歌いき
ることができました。
　そして滝沢推しのリーダーとして、全国に向け
てチャグチャグ馬コやそのクラウドファンディ
ング、健幸スマイルスタジオ、市制
10 周年のことなどを PR。当日の様
子は BS よしもとの YouTube チャ
ンネルで公開されていますので、右
の QR からぜひご覧ください。
●問い合わせ　たきざわ魅力発信推進室（☎ 656 － 6562）

たきざわ市政
武田市長によ

る

Vol.4

①推しを歌ってPR
持ち歌で滝沢を PRしました

②馬コへのお気持ちに感謝

③「鈴音」の命名式

クラウドファンディング目標金額を達成しました

今月は学校給食センターからの紹介！
給食センターでは、１
日に約 5,200 人分の給
食を作っています。
毎日忙しく働いている
調理員さんの１日を HP
で紹介しています。

ＨＰはこちら☞

とし
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蜜蜂の飼育届

令和５年度岩手県自死
遺族交流会公開講座

チャグチャグ馬コ
装束づくり講習会

いわておかえり
年末年始キャンペーン

　蜜蜂を飼育する人は、趣味で飼
育する人も含め、毎年１月１日現
在の飼育群数と飼育計画を最寄り
の県広域振興局農政部へ届け出す
る必要があります。届け出の様式
など詳細は問い合わせてください。
▶期限／１月31日（水）まで
▶問い合わせ／盛岡広域振興局農
政部（☎629－6603）

▶主催／自死遺族自助グループりん
どうの会、県精神保健福祉センター
▶日時／１月19日（金）午後１時
～午後３時半（受け付け：午後０
時半～）
▶場所／岩手県民情報交流セン
ター「アイーナ」501号室
▶内容／「自死遺族等を支えるた
めに私たちができること」
▶講師／いのち支える自殺対策推
進センター自死遺族等支援室長　
菅
すがぬま

沼舞
まい

　氏　他
▶対象／自死遺族、支援者、自死
遺族支援に関心のある一般県民
▶申し込み・問い合わせ／１月９
日（火）までに県精神保健福祉セン
ター（ ☎629－9617、FAX629
－9603）へ申し込みください。

　チャグチャグ馬コの装束は、時
間と手間をかけて一つ一つ手作り
されています。南部盛岡チャグチャ
グ馬コ同好会では、一般の人の参
加も可能な装束づくりの講習会を
開催し、伝統文化の継承に取り組
んでいます。
▶主催／南部盛岡チャグチャグ馬
コ同好会
▶日時／１月12日（金）午後６時
～午後９時
※毎週１回、全10回予定
▶場所／ビッグルーフ滝沢　和室
▶費用／参加費は無料、別途材料
費などは自己負担
▶問い合わせ
観光物産課（☎656－6534）

　県では、岩手で働く魅力のＰＲ
を目的として、期間中に県公式の
就職情報サイト「シゴトバクラシバ
いわて」に新規登録した人の中か
ら抽選で「いわて牛五ツ星」など
の県産品をプレゼントします。
▶主催／県
▶期間／１月21日（日）まで
▶対象／県外在住の人
▶問い合わせ／県定住促進・雇用
労働室（☎629－5588）

お知らせ募　集

パブリックコメント実施
「滝沢市高齢者保健福祉計画及
び介護保険事業計画（第９期）」

　高齢者が住み慣れた地域で安心
して暮らせるよう、令和６年度か
らの３年間を計画期間とする「高
齢者保健福祉計画及び介護保険事
業計画（第９期）」を策定するにあ
たり、素案への意見を募集してい
ます。
▶募集期間／１月15日（月）まで
▶閲覧場所／市ＨＰ、高齢者支援
課、市地域包括支援センター、企
画政策課、東部出張所
▶意見の提出方法／様式（任意様
式可）に記入の上、郵便、FAX、
電子メール、直接持参により提出
▶提出先・問い合わせ／高齢者
支援課・市地域包括支援センター
（〒020－0692　滝沢市中鵜飼
55番地、☎656－6521・656－
6523、ＦＡＸ687－4318、メー
ル kourei@city.takizawa.iwate.
jp）
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●�税金はコンビニエンスストアでも
納付できます。
●�平日の水曜日は市役所窓口を午後
７時まで延長していますので、各
担当課窓口で納付してください。

　口座振替をご利用の人は、１月
31日（水）が振替日になりますの
で、残高確認をお願いします。

今月の納付

国民健康保険税７期
後期高齢者医療保険料７期
介護保険料７期
納期限１月31日

 11 月

交通事故・犯罪発生状況（　）内は１月からの累計

○交通事故
　人身事故	 ５件（	 34 件）
　死　　者	 ０人（	 ０人）
　負　傷　者	 ６人（	 39 人）
○飲酒運転検挙者 １人（	 ９人）

火災・救急出動状況　（　）内は１月からの累計

○火　災
　建物火災	 ２件（	 ８件）
　建物以外の火災	 ０件（	 ２件）
○救　急
　出動回数	 133 件（	1,491 件）
　搬送人員	 121 人（	1,388 人）

人のうごき
令和５年 11 月 30 日現在
　　（　）内は先月比
　男   27,022 人（　－	 ５）	 出生	 33 人
　女   27,943 人（　－	 12）	 死亡	 59 人
　計   54,965 人（　－	 17）	 転入	125 人
世帯数 24,166世帯（　－	 ４）	 転出	111 人

飲酒運転検挙者は10 月31 日現在

掲載希望は、発行日の1カ月前までに依頼してください。
・�掲載の確約と採否の連絡はできません。掲載分は校正時に修正する場合があります。
・�掲載は無料ですが、営利目的など市の掲載基準に反するものは掲載できません。
※営利目的や確実な掲載を希望する場合は、広告枠（７千円）を利用してください。

ひとり親家庭等特別相談

確定申告無料相談会 起業家塾 for Beginner
＠もりおか

　離婚、親権、養育費などについて、
弁護士と相談することができます。
▶主催／盛岡市ひとり親家庭等就
業・自立支援センター
▶日時／１月19日（金）午前10時
～午後３時（要予約）
▶場所／県福祉総合相談センター
３階小会議室
▶対象／ひとり親家庭の人、離婚
を考えている人
▶申し込み・問い合わせ／盛岡市
ひとり親家庭等就業・自立支援セ
ンター（☎623－8539）

▶主催／東北税理士会盛岡支部
▶日時／２月３日（土）午前10時
～午後３時40分
▶場所／エスポワールいわて
▶申し込み／事前予約が必要です。
１月９日（火）～ 31日（水）の午
前９時半～午後4時半（土日除く）
に専用ダイヤル（☎050－2018－
1150）へ申し込みください。
▶問い合わせ／東北税理士会盛岡
支部（☎622－5160）

▶日時／１月20日（土）午後１時
15分～午後４時45分
▶場所
盛岡市中央公民館１階大会議室
▶内容／起業・創業を初歩から学
ぶ入門講座
▶費用／ 1,000円（資料代など）
▶申し込み／１月９日（火）まで
に右のＱＲ（盛岡市Ｈ
Ｐ）から詳細を確認の
上申し込みください☞
▶問い合わせ
企業振興課（☎656－6536）

相　談

こころの健康相談
　不安な気持ちが続き、眠れない、
憂
ゆううつ

鬱、沈んだ気分、飲酒量が増えた
など、心の悩みで困っていませんか。
心の問題や悩みのある人、家族の
ことで困っている人などの相談に、
精神科医が個別に応じます。独り
で悩まないで早めに相談しません
か。秘密は守られます。
▶日時／２月２日（金）午後２時～
▶場所／市民福祉センター
▶申し込み・問い合わせ／予約制
です。１月25日（木）までに健康
推進課（☎656－6527）へ申し込
みください。
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大
おおもり

森 篠
しの

 ちゃん
R3.1.19 生　3 歳

ジャンボリミッキーを
踊って夢の国へ行ける
日を夢みています☆

村
むらなか

中 咲
さ な

那 ちゃん
R5.1.19 生　１歳

１歳おめでとう♡
いっぱい遊んで楽しい
１年にしようね！

佐
さ と う

藤 光
ひかり

 ちゃん
R5.1.19 生　1 歳

いつ も 元 気 い っ ぱ い、
笑顔の可愛いひかちゃ
ん、大好きだよ！

松
まつもと

本 莉
り お

央 くん
R5.1.16 生　1 歳

1 歳おめでとう！毎日
皆に癒しをありがとう
   兄貴に負けないぞ！

久
く ぼ

保 柚
ゆ ず は

葉 ちゃん
R2.1.16 生　4 歳

毎日げんきいっぱいか
わいいゆずちゃんおめ
でとう！

多
た だ

田 蘭
らん

 ちゃん
R2.1.11 生　4 歳

お誕生日おめでとう！
お姉ちゃんになっても
らんワールド全開！

たきぴく！
たきざわ ＆ ピクチャー

元気な滝沢っ子を写真で
紹介します！

☺

【広　告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。広告の内容について市が推奨などをするものではありません。
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や
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市
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農
業
や
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味
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
来
て
く
だ

さ
い
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時
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月
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票

　

令
和
５
年
分
の
公
的
年
金
な

ど
の
源
泉
徴
収
票
は
、
日
本
年

金
機
構
が
１
月
中
旬
か
ら
順
次
送

付
し
ま
す
。
障
害
年
金
や
遺
族
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金
は
非
課
税
所
得
の
た
め
、
源
泉

徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。
源

泉
徴
収
票
は
、
確
定
申
告
の
際

に
必
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と
な
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で
す
。
再

交
付
を
希
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合
は「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
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ね
ん
き
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ネ
ッ
ト
」
で
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る
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１
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お
お
つ
ぼ
　
に
こ 

ち
ゃ
ん

今
月
の
赤
ち
ゃ
ん

10月依頼分
（敬称略）
10月依頼分
（敬称略）

戸籍の窓戸籍の窓

大
おおした

下 茉
ま り

愛 ちゃん
H31.1.23 生　５歳

我が家のムードメーカ
ー☆いつも笑わせてく
れてありがとう！

鎌
か ま た

田 逸
い っ と

人 くん
H31.1.25 生　5 歳

マジかよ。俺もう５年
も生きてんのかよ。長
老じゃん。

小
お や ま だ

山田 壮
たけはる

晴 くん
H30.1.19 生　６歳

ジジのリンゴ畑を手伝
う姿が頼もしい！元気
に大きくなぁれ！

櫻
さくらい

井 柚
ゆ き

希 ちゃん
H27.1.22 生　9 歳

あっという間に 9 歳 !
おめでとう！優しい柚
希が大好きだよ！

た
き
ぴ
く
！
に
登
場
し
て
く
れ
る

元
気
な
滝
沢
っ
子
募
集
中
！

　

成
長
や
誕
生
日
の
記
念
に
、
子
ど
も
の
明

る
く
元
気
な
写
真
を
広
報
紙
に
掲
載
し
ま
せ

ん
か
。
今
月
は
３
月
に
誕
生
日
を
迎
え
る
小

学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
写
真
を
募
集
し

ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
H
P
で

詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
先
着
15
人
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
１
月
31
日（
水
）ま
で
に
、

た
き
ざ
わ
魅
力
発
信
推
進

室
（
☎
６
５
６・６
５
６
２
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
☞

【広　告】この広告は、広告主の責任において市が掲載しているものです。

「戸籍の窓」は、滝沢
市役所に届け出され、
承諾を得た皆さんだけ
掲載しています。

　 出　生
（自治会）　　　　（氏名）　　　　  　　　　（保護者）
小岩井	 小田島　士恩 ( ｼｵﾝ )	 湧也
大釜南	 高橋　那奈 ( ﾅﾅ )	 一貴
上鵜飼	 大坪　にこ ( ﾆｺ )	 哲兵
滝沢ＮＴ	 髙橋　昂輝 ( ｱｷ )	 健誠
滝沢ＮＴ	 田中　凛依咲 ( ﾘｲｻ )	 誠也
室小路	 熊谷　実夏 ( ﾐﾅﾂ )	 拓朗
室小路	 松浦　直輝 ( ﾅｵｷ )	 良平
室小路	 山本　晄也 ( ﾐﾂﾔ )	 俊介
国分	 砂子澤　穂人 ( ｽｲﾄ )	 公
牧野林中央	 小野　花歩 ( ｶﾎ )	 匠
牧野林中央	 武田　空緒 ( ｱｵ )	 勝志
牧野林中央	 晴山　結月 ( ﾕﾂﾞｷ )	 雅臣
法誓寺	 阿部　花音 ( ｶﾉﾝ )	 星弥
あすみ野	 鈴木　禄 ( ﾛｸ )	 俊哉
あすみ野	 山蔭　琉葵 ( ﾙｱ )	 正樹
柳沢	 小山田　優心 ( ﾕｳｼﾝ )	 敦
巣子	 佐々木　千愛 ( ﾁﾅﾘ )	 剣太
長根	 阿部　千璃 ( ｾﾝﾘ )	 峻一郎
長根	 斉藤　凛 ( ﾘﾝ )	 翔也
長根	 佐藤　璃一 ( ﾘﾋﾄ )	 唯人
長根	 高橋　詩 ( ｳﾀ )	 昇
長根	 松森　天希人 ( ｱｷﾄ )	 拓也
長根	 宮野　真季 ( ﾏｷ )	 晋太郎
川前	 工藤　星旺 ( ｾｵ )	 右貴
川前	 工藤　陽菜 ( ﾋﾅ )	 誠也
川前	 平　彩楽 ( ｻﾗ )	 一馬
川前	 高橋　明希斗 ( ｱｷﾄ )	 英夫
川前	 中村　織月 ( ﾘﾂ )	 実玖斗

（自治会）　　　　（氏名）　　　　  　　　　（年齢）
大釜南	 竹鼻　ウメ	 85 歳
篠木	 伊東　利幸	 55 歳
篠木	 齊藤　惠美子	 92 歳
篠木	 櫻田　佳代	 49 歳
鵜飼中央	 澤村　孝	 59 歳
鵜飼中央	 髙橋　キミ	 100 歳
上の山	 竹原　春雄	 80 歳
上鵜飼	 日向　眞佐子	 97 歳
鵜飼温泉	 黒川　伴二郎	 93 歳
滝沢ＮＴ	 大坪　昭一郎	 94 歳
滝沢ＮＴ	 鈴木　二十六	 88 歳
滝沢ＮＴ	 髙橋　久美子	 58 歳
元村南	 山口　純貴	 50 歳
室小路	 田浦　セツ	 87 歳
元村中央	 杉村　アサ	 81 歳
元村中央	 藤原　ミヤ子	 96 歳
元村西	 浅野　キヌコ	 83 歳
元村西	 井上　秀夫	 76 歳
元村西	 山下　ウシエ	 86 歳
柳沢	 林　靜子	 71 歳
巣子	 阿部　功	 85 歳
巣子	 工藤　吉男	 91 歳
巣子	 佐々木　正吾	 93 歳
南巣子	 上森合　和男	 81 歳
川前	 工藤　トシ	 98 歳
川前	 田村　文良	 88 歳
いずみ巣子	 勝山　浩吉	 93 歳

　 死　亡
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
U
D
）
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
よ
り
多
く
の
人
へ
適
切
に
情
報
を
伝

え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

編
集
・
発
行
　
た
き
ざ
わ
魅
力
発
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推
進
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沢
市
中
鵜
飼
55
番
地
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w
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広
報
た
き
ざ
わ
は
毎
月
１
日
と
15
日（
お
知
ら
せ
版
）発
行
で
す
。

紙
面
で
は
、
施
設
名
や
団
体
名
な
ど
に
つ
い
て
一
部
省
略
し
、
正
式
名
称

と
は
異
な
る
表
記
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■先日、（公社）シルバー人材センター
と市の共催でSNS使い方教室を開催し
ました。本教室では、受講者の皆さん
が困った際にすぐ相談できるよう、私
たち講師陣もたくさん参加しています。
市では今後も随時教室を開催するので、
興味のある人はぜひ参加してください。
（森内）

■たきざわ魅力発信推進室では「出前
講座」の一環としても SNS使い方教
室を開催しています。今年度初めての
取り組みでしたが、12月までに計５
回、各地域で実施させていただきまし
た。開催をご希望の場合は、10人以上
のグループや団体で生涯学習スポーツ
課へお申し込みください。（石井）

選定中

受講者が密に相談できる体制で開催しています

伝統受け継ぎ未来へ

篠木小150周年記念式典

ぷ ら す＋
篠
木
小
学
校
の
創
立
1
5
0
周

年
記
念
式
典
が
11
月
11
日
、
同
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

篠
木
小
学
校
は
1
8
7
3
年（
明

治
６
年
）
に
開
校
し
た
、
市
内
で

最
も
歴
史
あ
る
学
校
で
す
。

開
会
前
に
は
周
辺
自
治
会
や
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
P
T
A
ら
に
よ

る
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
６
年

生
が
作
成
し
た
篠
木
小
の
歴
史
を

I

X

振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上

映
も
あ
り
、
参
加
し
た
全
校
児
童

や
来
賓
、
関
係
者
ら
は
こ
れ
ま
で

の
学
校
の
歩
み
を
一
緒
に
振
り
返

り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
中
で
は
、
同
校

の
歴
代
の
校
長
や
学
校
功
労
団
体

な
ど
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
他
、

喜
び
の
こ
と
ば
と
し
て
、
全
校
児

童
が
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と
今
後
の

抱
負
を
元
気
に
発
表
し
ま
し
た
。

市い
ち
む
ら村
康や

す
ゆ
き之
校
長
は
「
新
し
い
こ

と
や
苦
し
い
こ
と
に
も
前
向
き
に

挑
戦
す
る
篠
木
の
子
ど
も
た
ち
は

す
ば
ら
し
い
。
そ
の
姿
勢
は
家
庭

や
地
域
か
ら
の
た
く
さ
ん
の
愛
情

の
お
か
げ
。
歴
史
と
伝
統
、
た
く

さ
ん
の
愛
情
に
包
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
篠
木
小
の
良
さ
で
あ
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

児
童
会
長
の
奈な

ら良
月つ

き
ひ日
さ
ん
は

児
童
を
代
表
し
て
「
1
5
0
年
の

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
よ
り
良
い
篠

木
小
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

1
6
0
年
、
1
7
0
年
と
伝
統
を

つ
な
い
で
い
き
、
い
つ
ま
で
も
誇

れ
る
学
校
に
し
て
い
き
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。


